


(要約)平成 5年度班研究で予後を調査した超未熟児の養育について、アンケート調査を行

った。アンケートは 19 施設の協力を得て、超未熟児 141 例と、対照としてローリスク成

熟児 122 例について行い、以下の結果を得た。①超未熟児の養育について、6 割の母親が

その身体発育、運動発達、精神発達に不安を抱いており、これらの育児不安に対し適切な

育児支援が必要である。②定期健診、保健婦の訪問に対して、親は超未熟児と言う特殊性

を考慮した的確な指導を期待しており、健診医、保健婦の再教育を含めた健診システムの

整備が必要と考えられた。③母親の就労や少子化により、遊び相手の不足や子育ての孤立

による不安が多く、病児保育やデイケアーセンター施設の整備が必要と考えられた。④NICU

退院後に 6割以上の児が再入院しており、小児救急医療体制の整備が重要と考えられた。


